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認定特定非営利活動法人

まち・コミュニケーション

まち・コミュニケーションについて

■沿革
1996.4.1 阪神・淡路大震災をきっかけに任意団体を設立
2003.9.1　防災功労者内閣総理大臣表彰受賞
2012.12.20　特定非営利活動法人(ＮＰＯ法人)になる
2015.2.3　認定特定非営利活動法人になる

■事務所・出張所

①事務所

〒653-0014　
兵庫県神戸市長田区御蔵通
　　　　5-211-4-101(みくら５)

TEL：078-578-1100

FAX：078-576-7961           

m-comi@bj.wakwak.com

■役員
代表理事　宮定 章

副代表理事　野崎 隆一（株式会社遊空間工房代表取締役）

理事　井上 赫朗（株式会社まちつくり研究所代表取締役）

　　　浦野 正樹（早稲田大学文学学術院教授）

　　　遠藤 勝裕（独立行政法人日本学生支援機構理事長）

　　　大矢根 淳（専修大学人間科学部教授）

　　　田中 保三（株式会社兵庫商会取締役会長）

　　　戸田 真由美

監事　田中 貢（近畿大学建築学部教授）
　　　津久井 進（弁護士）

（2016.2.21現在）

②東北出張所

〒986-0859
宮城県石巻市大街道西1-14-101味六亭 相澤様方

①

②

会員募集中！

 

●賛助会員
まち・コミュニケーションの事業を、会員として賛
助してくださる方

総会議決権：なし
年会費：5,000円（学生は3,000円）

●正会員
まち・コミュニケーションの目的に賛同し、ご入会
くださる方

総会議決権：あり
年会費：10,000円
※入会申込書のご記入をお願いしております。

●購読会員
まち･コミュニケーション発行の「季刊まち･コミ」
の購読希望の方

総会議決権：なし
年会費：3,000円

ご寄付もよろしくお願いいたします

■会費・寄付振込先

●郵便振替
００９５０－３－４２７８８
加入者：まち・コミュニケーション事務局
※会員種別をご明記ください。

●三井住友銀行長田支店
普通　７６６９６２３
名義：特定非営利活動法人まち・コミュニケーション

さらに活発な活動を行うため、会員を募集し、 
資金面でのご支援をいただいています。

※認定NPO法人への寄付者に対する優遇措置です。

※当団体の正会員費と購読会員費は寄付金に含まれません。

ご寄付（当団体の場合は賛助会員費を含みます）
をくださった方は、寄付金控除等税の優遇措置を
受けることができます。

2015年2月
認定ＮＰＯ法人になりました！



より多くの人にまちづくりに関わる機会を提供し、現場での経験を重ねていただくことで
『主体的に行動し活躍できる人材の育成』と『豊かな地域社会の構築』を目指します。

まちづくり 交流の場づくり学びの場づくり
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１ ボランティアとして活動する

　各プロジェクトの活動や事務局の仕事
は、ボランティアのみなさまに支えてい
ただいています。ご希望に添って、でき
る範囲で関わっていただいています。ま
ずは事務局までご相談ください。

２ 事務局からの呼びかけに応じ
　 参加する

　イベントや勉強会、交流ツアーの開催
時など、ブログやEメールで参加者を募り
ます。また、市民農園で採れた有機野菜
の購入などの協力をお願いしています。

３ 会員になる
　 寄付で活動を支える

　まち・コミュニケーションの活動を、
資金面で支えていただいています。

※くわしくは、外面の「会員募集中！」をご覧くだ
さい。

４ 見守る

　ホームページ「WEBまち･コミ」やブ
ログ「まち･コミブログ」、フェイスブッ
ク（「まち･コミ」で検索）にて、活動報
告をしています。また、Ｅメールでのメ
ールニュースもあります。ご希望の方は
m-comi@bj.wakwak.comまで。

３つのテーマ 9つの事業

活動に関わる４つの方法
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台
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台
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の
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流
と
、
神

戸
と
ア
ジ
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を
つ
な
ぐ
取
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組

み
を
行
い
ま
す
。

※ 団体や活動、最新情報に関しまして、くわしくはホームページ
　「ＷＥＢまち･コミ」http://park15.wakwak.com/~m-comi/　をご覧ください。


